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令和２年度 学校評価アンケート結果のまとめ

校長 佐伯 英徳

昨年の１２月、従来の紙ベースに代わり、Web 上の offic365 の forms を用いた学校評価アンケ

ートをお願いしたところ、全保護者の 74.8％（31 年度 91.9％）の皆様からご回答をいただきまし

た。大変お忙しい中、ありがとうございました。本年度は、コロナ禍のため、年度当初予定しており

ました教育課程を大きく変更せざるを得ない事態となりました。その中で「学校の新しい生活様式

狛江二中ガイドライン」を設定し子どもたちの学習の保障に取り組んできましたが、実施できなかっ

た活動等もあったことから評価する項目が減り、また評価しにくい項目もあったかと思います。集計

結果の方は、生徒・保護者・教職員に対するすべての項目を掲載し、「当てはまる」「やや当てはま

る」の肯定的な評価の割合を前年度と比較できるように表記しておりますのでご参照願います。以下

にアンケート結果の特徴的な点を表示しました。

【肯定的評価が８０ポイントを超えた項目】（  ）内は３１年度

生徒 保護者 教職員

2０項目中１８項目

（23 項目中 20 項目）

22 項目中 14 項目

（25 項目中 15 項目）

23 項目中 22 項目

（30 項目中 26 項目）

【昨年度との比較で３ポイント以上上昇した項目】

生徒 保護者 教職員

８項目（16） 13 項目（5） 18 項目（7）

№７「家庭学習の取組」48.3P⇒

64.5P：＋16.2P

№15「いじめ・不登校への対

応」81.8P⇒89.7P：＋7.9P

№17「道徳・人権」

74.8P⇒91P：＋16.2P

№19「3 年間の進路学習」

77P⇒87.4P：＋10.4P

№15「特別支援教育の推進」

77P⇒100P：＋23P

№７「家庭学習の取組」

81P⇒100P：＋19P

【昨年度より３ポイント以上下降した項目】

生徒 保護者 教職員

１項目（３） ３項目（１） ３項目（12）

№24「職場体験・上級学校訪問

での地域の方々との関わり」

88P⇒84.9P：－3.1P

№24「職場体験・上級学校訪問での  

     地域の方々との関わり」

75.4P⇒67.9P：－7.5P

№20「学校だより・学年だより

        ・学校 HP」

89P⇒73P：－16P

現在、学校評価アンケートの結果等から今年度の教育活動の成果と課題を明確にした上で、次年度

から全面実施されます「新学習指導要領」に基づき、令和３年度の教育課程の編成に取り組んでいる

ところです。具体的には、◆教育目標に「持続可能な社会の創り手としての生きる力」を追加したこ

と ◆新学習指導要領が求める「これからの時代に求められる資質・能力（３つの視点）」踏まえた

授業実践（令和３年度研究発表） ◆情報教育の充実・タブレット端末等の ICT 機器の活用 ◆生

徒の体力向上 ◆家庭学習の推進 ◆教育課程全体を通じた「主権者教育」の充実 ◆新型コロナウ

イルス感染症防止対策を適時・適切に講じた上で行い方を工夫した特別活動の実践 ◆「特別の教科

道徳」におけるいじめに関する学習の充実 ◆特別支援教室における指導体制の見直し ◆「ボラン

ティアマインド」「豊かな国際感覚」の育成を重点としたオリンピック・パラリンピック教育の実践

等について、追加・変更・充実してまいります。

今後につきましては、コロナ禍の終息が見えない中ではありますが、引き続き「生徒一人一人が目

を輝かせ、何事に対しても前向きに活動できる学校」を創造するために、生徒と教職員、保護者と教

職員、そして教職員間における信頼関係をこれまで以上に構築し、本校の教育活動のより一層の充実

を図ってまいりますので、何とぞよろしくお願いいたします。



29年度 30年度 31年度

今年度の授業時数は予定通り確保され、教育課程を遂行できた 90.0 95.6 96.3 100.0 - － -

週案に基づき先を見通した計画を立て各クラス、バランスの良い指導が出来た 90.0 95.6 96.2 93.0 100.0 ↑ 7.0

各教科の授業はわかりやすく先生たちの努力や改善の姿勢を感じる 生徒 80.0 88.1 89.6 93.9 96.6 － 2.7

各教科の授業はわかりやすく学校の努力や改善の姿勢を感じる 保護者 80.0 78.5 79.1 82.4 86.9 ↑ 4.5

教材研究や指導法の工夫により生徒がわかりやすいと感じる授業を展開した 教職員 97.0 100.0 ↑ 3.0

数学・英語での少人数指導は学力向上に役立っている 生徒 80.0 83.6 83.1 89.1 90.2 － 1.1

数学・英語での少人数指導はお子さんの学力向上に役立っている 保護者 80.0 81.2 78.4 79.5 85.1 ↑ 5.6

与えられた課題に対して自分の考えをもち課題を解決しようとしている 生徒 80.0 86.1 86.7 90.5 93.3 － 2.8

お子さんは、与えられた課題に対して自分の考えをもち課題を解決しようとしている 保護者 80.0 80.0 73.1 79.7 78.6 － -1.1

生徒が与えられた課題に対して自分の考えをもち、課題を解決しようとする場面を授業の中で設定した 教職員 80.0 100.0 100.0 93.0 100.0 ↑ 7.0

他者と交流する学習活動（話し合い・グループ活動など）に意欲的に取り組んでいる 生徒 80.0 85.1 88.2 90.4 91.0 － 0.6

お子さんは他者と交流する学習活動（話し合い・グループ活動など）に意欲的に取り組もうとしている 保護者 80.0 79.2 79.2 80.8 86.4 ↑ 5.6

生徒が他者と交流する学習活動（話し合い・グループ活動等）に意欲的に取り組むことができる場面を授業の
中で設定した

教職員 80.0 95.6 96.3 89.0 100.0 ↑ 11.0

授業の中で培った知識や技能を使って表現したり、発表したりする力、他人と意見の疎通を図る力が身に付い
た

生徒 80.0 76.5 80.5 86.0 87.4 － 1.4

お子さんは自分の考えをまとめたり表現したりすることや、他人と意思の疎通を図る力が身についた 保護者 80.0 68.2 70.7 76.2 73.5 － -2.7

授業の中で言語活動の充実に取り組み、基礎・基本の上に成り立った知識・技能の活用やコミュニケーション
能力・表現力の向上に取り組み、評価に反映することが出来た

教職員 80.0 95.7 96.3 89.0 100.0 ↑ 11.0

授業に関するアンケートは授業の臨む姿勢や学習への取組を考える機会になった 生徒 80.0 64.3 72.1 77.7 - － -

＊ 保護者 0 .0

授業に関するアンケートの結果を日頃の教科指導や改善プラン・年間指導計画作成に役立てることが出来た 教職員 80.0 87.0 88.9 78.0 - － -

家庭学習を（塾に行っている時間を除いて）毎日1時間以上している 生徒 80.0 50.2 52.7 48.3 64.5 ↑ 16.2

お子さんは家庭学習を（塾に行っている時間を除いて）毎日１時間以上している 80.0 44.9 46.2 43.8 47.1 ↑ 3.3

お子さんの家庭での学習態度に積極性が見られるようになっった 80.0 55.0 59.9 57.3 58.9 － 1.6

家庭学習の定着を図る取り組みを授業や学年・クラスの指導の中に位置づけ実践できた 教職員 80.0 82.6 85.2 81.0 100.0 ↑ 19.0

時間を守る、身だしなみと整える、決まりを守ることができた 生徒 80.0 91.0 90.5 91.1 94.8 ↑ 3.7

お子さんは、時間を守り、身だしなみを整え、決まりを守っている 保護者 80.0 84.9 84.0 87.1 86.1 － -1.0

教育活動全体を通して時間を守る等、基本的な生活習慣の指導を行った 教職員 80.0 100.0 92.6 89.0 100.0 ↑ 11.0

学校や家庭、地域で時と場に応じた「あいさつ」ができた 生徒 80.0 90.4 90.7 94.1 93.5 － -0.6

お子さんは、学校や家庭・地域で時と場に応じた「あいさつ」をしている 保護者 80.0 91.1 90.5 91.0 94.3 ↑ 3.3

教育活動全体を通じて「あいさつ」を心がけ実行するよう指導を行った 教職員 80.0 95.7 96.3 96.0 100.0 ↑ 4.0

行事に対して積極的・意欲的に取り組むことができた 生徒 80.0 89.5 87.4 91.5 95.7 ↑ 4.2

お子さんは、行事に対して、積極的・意欲的に取り組んでいる 保護者 80.0 84.6 86.0 86.3 87.9 － 1.6

行事に対して積極的・意欲的に取り組むよう指導を行った 教職員 80.0 100.0 100.0 100.0 100.0 － 0.0

学年合唱を中心とした感謝の会や報告会などの取組は学年全体で協力して実施することができた 生徒 80.0 91.8 86.9 93.0 - － -

学年合唱を中心とした感謝の会や報告会などの取組は学年全体で実施していると感じ取れる 保護者 80.0 92.9 91.9 92.1 - － -

学年合唱を中心とした感謝の会や報告会などを学年体制で実施し異年齢集団の活動にも協力した 教職員 80.0 100.0 92.6 93.0 - － -

生徒会・専門委員会の活動やクラス・係の活動に積極的・意欲的に取り組み協力することができた 生徒 80.0 88.0 88.2 90.3 90.6 － 0.3

お子さんは、生徒会・専門委員会の活動やクラス・係の活動に積極的・意欲的に取り組んでいる 保護者 80.0 78.8 77.9 77.8 82.7 ↑ 4.9

生徒会・専門委員会の活動が自主的・自発的になるように指導した 教職員 80.0 95.6 85.2 93.0 100.0 ↑ 7.0

部活動を通じて忍耐力や協力することの大切さを学び達成感や成就感を体感することができた 生徒 80.0 84.7 84.4 88.0 87.3 － -0.7

部活動はお子さんの健全育成に役立っている 保護者 80.0 84.7 84.5 83.9 88.7 ↑ 4.8

部活動を生徒の成長や学校生活の向上に役立つよう指導した 教職員 80.0 87.0 96.3 93.0 100.0 ↑ 7.0
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29年度 30年度 31年度

先生方は日頃の声かけや二者・三者面談を通じて生徒理解に努めている 生徒 80.0 83.2 80.6 87.4 95.0 ↑ 7.6

先生方は日頃から、声かけや二者・三者面談を通じて生徒理解に努めている 保護者 80.0 88.5 85.1 88.4 92.2 ↑ 3.8

日頃の声かけや面談を通じ一人一人の理解に努めた 教職員 80.0 100.0 96.3 100.0 100.0 － 0.0

先生方がいじめ、不登校に対して適切に対応していることで安心して学校生活を過ごすことができた 生徒 80.0 80.0 80.8 81.8 89.7 ↑ 7.9

お子さんは、いじめや不登校の心配がなく安心して学校生活を過ごしている 保護者 80.0 92.3 89.9 88.6 94.2 ↑ 5.6

いじめや不登校への適切な対応を含め、安心した学校生活を過ごせるよう指導を行った 80.0 95.6 96.3 96.0 100.0 ↑ 4.0

校内委員会を中心に個別指導に基づき特別支援教育を推進することができた 80.0 78.3 81.5 77.0 100.0 ↑ 23.0

hyper-QUアンケート結果を引用して生徒の実態把握に努めるとともに教育相談等を通して保護者との連携を

図った
93.0 100.0 ↑ 7.0

給食指導を充実させるとともに食物アレルギーについての理解を深め事故の絶無に努めた 93.0 100.0 ↑ 7.0

防災マニュアルや補助教材等を活用し、実践的な避難訓練を実施した 88.0 92.0 ↑ 4.0

家庭や地域・・関係諸機関と連携して、セーフティ教室や情報モラル教室を実施し、犯罪や問題行動等の未然

防止等に努めた
89.0 - － -

オリンピック・パラリンピック教育を基軸として、学年に応じた課題設定による横断的学習を推進した 93.0 - － -

体育祭を通じて体力や忍耐力を向上させ、やりきることで満足感を得ることが出来た 生徒 80.0 81.8 83.7 90.6 90.7 － 0.1

お子さんは、体育祭を通じて体力や忍耐力が向上し、満足感を得ることが出来た 保護者 80.0 81.6 80.7 82.5 77.3 ↓ -5.2

体育祭を通じて体力や忍耐力を向上させ満足感を体感させる指導が出来た 教職員 80.0 91.3 96.3 85.0 100.0 ↑ 15.0

学校生活を通じて道徳的な考え方や人権に対する意識が高まった 生徒 80.0 80.7 83.4 87.2 92.2 ↑ 5.0

学校生活を通じてお子さんが道徳や人権について考えるようになった 保護者 80.0 73.1 78.8 74.8 91.0 ↑ 16.2

年間指導計画に基づき道徳・人権教育を推進できた 教職員 80.0 87.0 81.4 85.0 82.0 ↓ -3.0

総合的な学習の時間などで行った進路学習は将来の進路について考えることに役立った 生徒 80.0 78.9 82.2 83.5 91.3 ↑ 7.8

総合的な学習の時間などで行った進路学習は、お子さんの将来の夢や目標をもつこと、進路選択に役立って

いる
保護者 80.0 70.0 65.5 65.9 71.4 ↑ 5.5

進路指導の全体計画のもと、将来につながる進路指導を推進できた 教職員 80.0 95.7 85.2 85.0 88.0 ↑ 3.0

３年間の学校生活を通じて自己理解を深め、卒業後の自分の生き方を真剣に考えるようになった（3年生のみ） 生徒 80.0 82.1 88.7 94.4 97.0 － 2.6

３年間の学校生活でお子さんが自己理解を深め自分の将来を真剣に考え、進路選択に向かうことが出来てい

る
保護者 80.0 81.9 76.0 77.0 87.4 ↑ 10.4

＊ 教職員 0.0

学校だよりや学年だより、学校のHPを見たり読んだりしている 生徒 80.0 52.8 47.9 49.7 51.9 － 2.2

学校だよりや学年だより、学校のHPを見たり読んだりしている 保護者 80.0 81.7 79.9 80.4 85.6 ↑ 5.2

開かれた学校を目指し、学年だよりやHPを定期的に更新し情報の発信に努めた 教職員 80.0 86.9 81.4 89.0 73.0 ↓ -16.0

＊ 生徒 0.0

学校公開・授業参観・保護者会に参加した 保護者 80.0 85.6 82.4 84.1 77.0 ↓ -7.1

学校公開・授業参観・保護者会の持ち方を工夫し、保護者の参加率を高めることができた 教職員 80.0 86.9 88.9 82.0 - － -

＊ 生徒 0.0

体育祭や文化発表会などの学校行事を参観した 保護者 80.0 94.6 93.2 94.6 - － -

体育祭や文化発表会などの学校行事へ、保護者や地域の方々の参加を促す取組を行った 教職員 80.0 87.0 85.2 85.0 - － -

＊ 生徒 0.0

PTA活動や地域行事に先生方は積極的に参加している 保護者 80.0 88.2 83.4 85.6 - － -

PTA活動や地域行事に年２回以上参加した 教職員 80.0 65.2 70.3 63.0 - － -

職場体験や上級学校訪問への取組で、地域の方々と関わることは自分の生き方を考える上で役立った 生徒 80.0 75.0 82.1 88.0 84.9 ↓ -3.1

職場体験や上級学校訪問などは、お子さんの成長に役立った 保護者 80.0 72.8 74.1 75.4 67.9 ↓ -7.5

職場体験や上級学校訪問などで地域人材を活用する取り組みを推進できた 教職員 80.0 86.9 64.0 74.0 80.0 ↑ 6.0

二中での生活は充実していて有意義な毎日を送っている 80.0 83.2 82.3 90.3 93.0 － 2.7

二中に入学してよかったと思う 80.0 85.7 82.6 91.0 97.1 ↑ 6.1

お子さんを二中に入学させて良かったと思う 保護者 80.0 90.1 90.4 93.0 92.9 － -0.1

先生はこの職場で働くことにやりがいを感じ、毎日充実した仕事ができている 教職員 80.0 100.0 88.8 92.0 84.0 ↓ -8.0
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本物に学ぶ！ 本物で学ぶ！！

外部講師を招いての学習は、その道のプロから学べる貴重な

機会です。今年度はそのような方々を学校に招くのは、難しい

状況がありました。しかし、学校も講師の方々も様々な感染症

対策を講じながら、実施に向け検討を重ねてきました。3 月は

そのような貴重な体験ができる機会に恵まれ、生徒たちは本物

の迫力やその道を極めるための技術や厳しさなどを学ぶことが

できたようです。

３月１日（月）は２年生の「音楽の街狛江～世界の言葉とオ

ペラ～」ヴォーカルコンサートが実施されました。体育館アリ

ーナ全体に響き渡る歌声と表現力に圧倒され、生徒たちからは

「凄かった」「時間が短く感じた」などの多数の感想コメントが

寄せられていました。

３年生においては３日（水）４日（木）に「命の尊さ講座」

と銘打って、救急救命講習を行いました。講習会を通じて、た

だ単に技術を学ぶだけではなく、命の尊さや家族、人とのつな

がりを学ぶよい機会になったことと思います。

１年生は残念ながら、今年度予定されていた「職場体験」が中止となりましたが、現在、職業調べ

の学習に取り組み、社会を支える様々な仕事やその価値について学んでいます。

今回の「本物」から学ぶ取り組みを通じて、自身の将来や生き方について考え、夢や希望をもって

これからの学習に臨んでほしいと思っています。

オペラ鑑賞

救急救命講習


